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１ 育成を目指す資質・能力

自然事象を科学的に探究できる資質・能力

２ 育成を目指す資質・能力について

「未来を拓く子ども」の育成のために，子どもが理科の見方・考え方を働かせながら，理科の学習

を繰り返し行う中で，「自然事象を科学的に探究できる資質・能力」を育むことが必要である。なぜ

なら，この資質・能力が育まれることで，子どもは，社会や生活の中で，自然事象の性質や規則性な

どに関する問題を見いだすことやこれまで身に付けたことを生かして，自然事象の性質や規則性など

に関する問題解決を自分で行えるようになるからである。これは，理科で求められている，問題を解

決することに対しての喜びを感じたり，知らないことがあることに気付くことへの価値を見いだした

りしながら，繰り返し自然事象と関わっていくことができる子どもの育成と重なる。そして，社会や

生活の中にある正解のない問題に向き合い，自らの学びを生かして，よりよい解決を追究し続ける，

「未来を拓く子ども」の育成につながる。「資質・能力」の具体は，以下のとおりである。

学びに向かう力，人間性等

自然に親しみながら，自然事象の性質や規則性などに関する問題を見いだし，その解決をしようとする態度

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等

自然事象の性質や規則性などへの理解 自然事象の性質や規則性などに関する問題を見いだす力

観察，実験などに関する基本的な技能 根拠のある予想や仮説をもつ力

予想や仮説を検証できる方法を発想する力

より科学的な考えを導く力

理科の見方・考え方

自然事象を，量的・関係的，質的・実体的，共通性・多様性，時間的・空間的などの視点で捉えること

問題解決の過程の中で，比較する，関係付ける，条件を制御する，多面的に考えること

図１ 本校理科が育成を目指す資質・能力の三つの柱と「見方・考え方」

３ 研究の方向

これまでの研究において，以下のような単元の構想や，学習指導の工夫を行った。

○自分の予想・仮説とその根拠を明確にする順序・視点・道具の提示

○自分の考察したことと結論を明確にする順序・視点・道具の提示

○自然事象に働きかけたことと，既習の内容や生活経験とを比較する体験の設定

○自然事象の性質や規則性などに関する問題解決のポイントの提示

○自然事象の性質や規則性などと身の回りの自然事象とを照らし合わせる体験や説明する機会の設定

○解決への意欲をもてる自然事象の性質や規則性などに焦点化した問題を見いだす手順

自然事象を科学的に探究できる資質・能力

理
科
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その結果，子どもからは，根拠のある予想や仮説をもとうと，友達の予想の根拠となる既習の内容

や生活経験に共感したり，自分の予想の根拠となる既習の内容や生活経験を友達に説明したりする姿

が見られた。その後，子どもは，予想や仮説を検証しようと，自分の予想や仮説が正しい時の結果だ

けでなく，自分とは異なる予想や仮説が正しい時の結果も説明する姿，計画を立てる際に予想や仮説

が正しい時の結果と，観察，実験の結果の差異点や共通点を友達に伝えたりする姿が見られた。これ

らは，子どもが，根拠のある予想や仮説をもつことにより，予想や仮説を検証するという目的意識を

持続して，理科の問題解決的な学習の過程で躍動をした姿である。このような姿の子どもは，理科の

問題解決的な学習の過程に沿って，自然事象の性質や規則性などに関する問題解決を自分で行えたこ

とから，「自然事象を科学的に探究できる資質・能力」の育成につながったと考えられる。

一方で，一部の子どもからは，既習の内容や生活経験，観察，実験の結果から考察したことの記述

や発言が少ないといった，自分の予想や仮説の根拠，考察したことをもてない姿が見られた。また，

自分の考えを発言したり友達の考えを聞いたりするといった，自分と友達の予想や仮説とその根拠，

考察したこととその根拠を照らし合わせない姿も見られた。これらは，子どもが，自然事象や観察，

実験の結果への着目の仕方が不確かで，自然事象に関わる既習の内容や生活経験を想起することがで

きなかったり，観察，実験の結果の共通点や傾向を見いだすことができなかったりしたためだと考え

られる。このような子どもの姿から，「自然事象を科学的に探究できる資質・能力」の育成のため

に，子どもが「見方・考え方」を働かせながら，協働的に学ぶことが必要であると考えた。

そこで，本年次は，理科において育む資質・能力の育成に向け，「見方・考え方」を働かせて協働

的に学ぶ学習指導の面から授業改善を行う研究を進めていくこととした。

４ 研究内容

（１）理科を学ぶ本質的意義と「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿

本校理科が目指す資質・能力の育成に向け，以下のように，問題解決的な学習の過程における理科

を学ぶ本質的意義と「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿を捉えた。

① 理科を学ぶ本質的意義

○自然事象に対する素朴概念が科学的な概念に変容していくこと

○自然事象に関わる問題解決の力を養うこと

理科の学習では，子どもが，自然事象に働きかけたことを基に，自然事象の性質や規則性などに関

する問題解決を行い，学んだことを社会や生活の中に生かしていく。このような理科の問題解決的な

学習の過程を通して，自然事象に対する素朴概念を科学的な概念にしていく。そして，理科の問題解

決的な学習の過程を繰り返すことにより，子どもは，自然事象を捉える視点や思考の方法である「見

方・考え方」を自在に働かせながら，自然事象の性質や規則性などに関する問題解決を自分で行える

ようになっていく。これらのことから，理科の問題解決的な学習の過程における理科を学ぶ本質的意

義を，「自然事象に対する素朴概念が科学的な概念に変容していくこと」と「自然事象に関わる問題

解決の力を養うこと」と捉えた。

② 「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿

本校理科が目指す資質・能力を育成するためには，理科を学ぶ本質的意義を踏まえながら，自然事

象の性質や規則性などに関わる問題を科学的に解決する学習の過程と，自然事象を捉える視点や思考
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の方法である「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶことが欠かせない。そこで，子どもが「見方

・考え方」を働かせて学ぶ姿と協働的に学ぶ姿を，以下のように捉えた。

【「見方・考え方」を働かせて学ぶ姿】

自然事象を捉える視点や思考の方法を適用して，自分の考えの根拠をもつ

※「見方」については，単元を構成する領域ごと（エネルギー，粒子，生命，地球）に主とし

て特徴的な視点（量的・関係的，質的・実体的，共通性・多様性，時間的・空間的）があ

る。また，原因と結果，部分と全体，定性と定量などがある。

【協働的に学ぶ姿】

自分と友達の考えの根拠を照らし合わせて，自分の考えの確かなことと不確かなことを自覚する

なお，理科の問題解決的な学習の過程に応じて，以下のように子どもの姿を具体化した。

単元の過程 問題解決の過程 「見方・考え方」を働かせて学ぶ姿 協働的に学ぶ姿

同時に複数の自然事象を比較し 差異点や共通点を基に，自然事

たり，時間的な前後の関係で比 象の性質や規則性などに関わる

較したりして，自然事象の差異 気付きや疑問の確かなことと不

点や共通点を見付けている。 確かなことを判断している。

自然事象の変化に関わる要因や， 既習の内容や生活経験を基に，

既習の内容や生活経験を関係付け 予想や仮説の確かなことと不確

て，自然事象につながる既習の内 かなことを判断している。

容や生活経験を見付けている。

自然事象に影響を与えそうな要因を 観察，実験の方法を基に，想

制御して，予想や仮説を検証できる 定した結果の確かなことと不

観察，実験の方法を見付けている。 確かなことを判断している。

想定した結果と観察，実験の結果 自然事象の様相や変化，結果を

とを照らし合わせて，自然事象の 整理した表やグラフなどを基

様相や変化を見付けている。 に，予想や仮説の確かなことと

不確かなことを判断している。

予想や仮説，観察，実験の方法を見 観察，実験の方法や結果の共

直したり，複数の観察，実験の結果 通点や傾向を基に，考察した

を比較したりして，それらの結果の ことの確かなことと不確かな

共通点や傾向を見付けている。 ことを判断している。

ものづくりをしたり，生活の中の 自然事象の性質や規則性など

自然事象を見直したりして，それ を基に，それらの生活への生

らが含んでいる自然事象の性質や かし方の確かなことと不確か

規則性などを見付けている。 なことを判断している。

図２ 本校理科の問題解決的な学習の過程における「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿

上記のような本校理科の問題解決の過程において，子どもが，「見方・考え方」を働かせて協働的

に学ぶことができるように，これまでの研究の学習指導の工夫とともに，以下のような工夫を行う。

自然事象に働きかける

既習の内容や生活経験を基に，

根拠のある予想や仮説を発想する

立てた計画を基に，

観察，実験を行い，

結果を表現する

発想した予想や仮説を基に，

観察，実験の計画を立てる

差異点や共通点を基に，

問題を見いだす

表現した結果を基に，

考察し，妥当な結論を導く

問題解決の過程を振り返る

※問題と考察，結論の正対を確認する
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ものづくりや現場学習などを行う
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（２）学習指導の工夫

追究する自然事象の性質や規則性などが明確になる問題の設定（ア）

理科の問題解決的な学習の過程において，子どもが，「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶた

めには，自然事象の性質や規則性などに対する不確かさを自覚することが必要である。子どもは，そ

れらを基にした問題を解決しようと，自然事象を捉える視点や思考の方法を適用して，自分の予想や

仮説とその根拠，考察したこととその根拠などをもつ。そして，自分の予想や仮説とその根拠，考察

したこととその根拠などを確かにしようと，自分と友達の予想や仮説の根拠，考察したことなどを照

らし合わせる。子どもは，問題を想起する度に，自然事象の性質や規則性などに対する不確かさを自

覚できる。そこで，追究する自然事象の性質や規則性などが明確になる問題の設定を行う。これまで

は，体験で得た気付きや疑問を基に，自然事象の性質や規則性などに焦点化した。これからは，①～

③の流れに沿った想定をした上で，追究する自然事象の性質や規則性などが明確になる問題の設定を

する。なお，小学校段階の子どもにとって「なぜ～」という「自然事象の発生の理由」を追究する問

題は結論を導きにくいため，「自然事象の性質や規則性などを生かした解決方法」に置き換える。

①自然事象の性質や規則性などを基に，子どもが導く結論を想定する。

※小学校学習指導要領を参考に，子どもの発達段階や実態に応じて教師が判断する。

②子どもが導く結論をＡＢＣのいずれかに当てはめ，それに正対する問題を想定する。

※Ａ「自然事象の変化」Ｂ「自然事象の変化の要因」Ｃ「自然事象の性質や規則性などを生かした解決方法」

Ａ…「□□すると，自然事象はどうなるのだろうか」

Ｂ…「自然事象を□□するものは，何だろうか」

Ｃ…「自然事象を□□するには，どのようにしたらよいのだろうか」

③自然事象の性質や規則性などに対する不確かさを自覚する体験の内容を決める。

※自然事象を複数用意したり，尺度を変えて観察できる道具を用意したりする。

以下は，「ふれる・つかむ」過程

④体験をした子どもが単元を通して達成したい思いを話し合い，「単元のめあて」を決定する。

※自然事象の性質や規則性などの理解を深めたり，活用しようとしたりする内容にする。

⑤子どもが，「単元のめあて」の達成に迫る問題を決定する。

※問題は，単独で解決する場合と，解決後に新たな問題を段階的に解決する場合がある。

具体例 ３年「物と重さ」

①「形が変わっても，物の重さは変わらない」「体積が同じでも，物の重さは違うことがある」

②「形を変えたとき，物の重さは変わるのだろうか」（Ａ）

「同じかさにしたとき，物の重さは同じだろうか」（Ａ）

③粘土，塩などを持った手応えで重さを比べる物の重さゲーム（図３）

④「物の重さの決まりを見付けよう」

⑤「粘土の形を変えたとき，重さは変わるのだろうか」（Ａ）

「同じかさにした塩と砂糖の重さは同じだろうか」（Ａ）
図３ 物の重さ比べゲーム
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具体例 ５年「電流がつくる磁力」

①「電磁石の強さは，電流の大きさや導線の巻数によって変わる」

「電磁石の極を変えるには，電流の向きを変えればよい」

②「電磁石の強さを変える条件は，何だろうか」（Ｂ）

「電磁石の極を変えるには，どのようにしたらよいのだろう

か」（Ｃ）

③乾電池の数や導線の巻数を変えた電磁石クレーンを使って

クリップや丸磁石がついた魚をつり上げる体験

④「すべてをつり上げられる電磁石クレーンをつくろう」

（図４，５）

⑤「電磁石クレーンの強さを変える条件は，何だろうか」（Ｂ）

「電磁石クレーンの極を変えるには，どのようにしたら

よいのだろうか」（Ｃ）

具体例 ６年「月と太陽」

①「月の輝いている側は，太陽の光で照らされている」

「月の形の見え方は，太陽と月の位置関係によって変わ

る」

②「月の形が○○に見えるとき，太陽の位置はどのようにな

ればよいのだろうか」（Ｃ）

③月の写真を提示した後に，校庭で昼間の月と太陽を観察す

る体験（図６）

④「月と太陽の違いと関係を明らかにしよう」

⑤「月の形が三日月に見えるとき，太陽の位置はどのように

なればよいのだろうか」（Ｃ）

班で予想や仮説とその根拠，考察したこととその根拠を共有する教材の用意（イ）

理科の問題解決的な学習の過程において，子どもが，「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶた

めには，自分の考えの妥当性を判断することが必要である。特に，「既習の内容や生活経験を基に，

根拠のある予想や仮説を発想する」「表現した結果を基に，考察し，妥当な結論を導く」場面におい

て，子どもは，自分の予想や仮説，考察したことを確かにしようと，自分と友達の予想や仮説の根

拠，考察したことの根拠を照らし合わせる。そして，問題を解決しようと，自然事象や観察，実験の

結果を捉える視点や思考の方法を見直して，改めて予想や仮説とその根拠，考察したこととその根拠

をもつ。子どもは，予想や仮説とその根拠，考察したこととその根拠を共有する度に，自分の考えの

妥当性を判断できる。そこで，班で予想や仮説とその根拠，考察したこととその根拠を共有する教材

の用意を行う。これまでは，道具や視点を同時に提示していた。これからは，道具や視点を用いるタ

イミングを，自分の予想や仮説とその根拠を考え始める前と，観察，実験を行う前，結果の一覧を配

付した後に分ける。この学習指導の工夫は，以下のことに留意して行う。

図５ 単元のめあてと気付きや疑問

図６ 単元導入で提示する写真

図４ 電磁石クレーンを体験する様子
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５ 実践例 ６年「電気の利用」

（１）単元の構想

本校理科が目指す質・能力の育成に向け，子どもは電流がつくる磁力に関する問題を解決してき

た。このような子どもが，電気の利用に関する問題の解決に向けて「見方・考え方」を働かせて協働

的に学び，本単元における資質・能力を育めるよう，以下のように単元の構想をした。

※「見方・考え方」を働かせて学ぶ姿と，協働的に学ぶ姿は，単元全体で現れる。ただし，指導計画

には，効率的な電気の利用の仕方に関わる問題の解決に向けた姿と，「まとめる・生かす」過程の

姿のみ示す。（ 内）また，（Ａ）は，プログラミング教育で例示されている内容である。

なお，本単元において，子どもが「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶことを促す学習指導

の工夫を以下のように具体化して設定した。

目標 発電や蓄電，電気の変換について，電気の量や働きに着目して，それらを多面的に調べる活動を通して，電気の利用
に関する問題を科学的に解決することができる。

評 価 (①知 ・ 技)電気はつくりだしたり蓄えたりすることができること，光や音，熱，運動などに変換することができるこ
規 準 と，身の回りには電気の性質や働きを利用した道具があることを理解している。

電気の性質や働きについて，観察，実験などの目的に応じて，手回し発電機やコンデンサ，電熱線等を選
択して，正しく扱いながら調べ，その過程や得られた結果を適切に記録している。

(②思・判・表)電気の性質や働きについてより妥当な考えをつくりだし，表現するなどして問題解決している。
(③主体的態度)電池の性質や働きについて進んで関わり，粘り強く，他者と関わりながら問題解決しようとしているとと

もに，学んだことを学習や生活に生かそうとしている。

過程 時間 学習活動 「見方・考え方」を働かせて学ぶ姿 協働的に学ぶ姿

ふ １ ○電気の利用を止めた教室で
れ ５分間過ごしたり，電気が
る ない生活を想像したりして
・ 得た気付きや疑問を話し合
つ い，単元のめあて「電気が
か 生活の中で利用されている
む 理由を明らかにしよう」を

つかむ。

追 １ ○問題「電気を使うためには，
究 どのようなことをしている
す のだろうか」に対する予想
る をして，調べる計画を立て，

調べ，結果を基に，考察し，
結論を導く。

【問題を見いだす】
１ ○問題「電気を効率的に使う 電気量と電気の利用の仕方の関係につい 自分と友達が見付けた差異点や共通点

には，どのようにすればよ て電気の大切さと電気のある生活のよさ を基に，電気量と電気の利用の仕方に
いのだろうか」に対する予 を比較して，差異点や共通点を見付けて に関わる気付きや疑問の確かなことと
想をして，調べる計画を立 いる。 不確かなことを判断している。
てる。

【根拠のある予想や仮説を発想する】
効率的な電気の利用の仕方に関わる要因 自分と友達の既習の内容や生活経験を
や，既習の内容や生活経験を関係付けて， 基に，効率的な電気の利用の仕方に関
効率的な電気の利用の仕方と結び付く既 する問題に対する予想や仮説の確かな
習の内容や生活経験を見付けている。 ことと不確かなことを判断している。

【観察，実験の計画を立てる】
効率的な電気の利用の仕方に影響を与え 自分と友達の効率的な電気の利用の仕
そうな要因を制御して，予想や仮説を検 方を調べる観察，実験の方法を基に，
証できる観察，実験の方法を見付けてい 想定した結果の確かなことと不確かな
る。 ことを判断している。

【観察，実験を行い，結果を表現する】
１ ○利用する道具の違いによる 想定した結果と観察，実験の結果とを照 自然事象の様相や変化，結果を整理し

効率的な電気の利用の仕方 らし合わせて，効率的な電気の利用の仕 た表やグラフなどを基に，効率的な電
について調べ，学級全体の 方の様相や変化を見付けている。 気の利用の仕方に関する問題に対する
結果を基に，考察し，結論 予想や仮説の確かなことと不確かなこ
を導く。 とを判断している。

【考察し，妥当な結論を導く】
予想や仮説，観察，実験の方法を見直し 効率的な天気の利用の仕方を調べる観
たり，複数の観察，実験の結果を比較し 察，実験の方法や結果の共通点や傾向
たりして，それらの結果の共通点や傾向 を基に，考察したことの確かなことと
を見付けている。 不確かなことを判断している。

【ものづくりや現場学習などを行う】
ま ２ ○光センサーを用いて豆電球 生活の中の電気の利用を見直し，電気を 発電や蓄電に関わる電気の量と働きの
と の点灯・消灯を制御するプ 効率的に利用できる道具の仕組みと発電 関係や，効率的な電気の利用の仕方を
め ログラミングをし，効率的 や蓄電に関わる電気の量と働きの関係 基に，電気を効率的に利用できる道具
る な電気の利用をする。（Ａ） や，効率的な電気の利用の仕方との結び の仕組みや電気の利用に関わる自らの
・ １ ○電気が生活の中で利用され 付きを見付けている。 行動の確かなことと不確かなことを判
生 ている理由について自分な 断している。
か りの考えをもつ。
す

「エネルギー」：主として「量的・関

係的」。また，原因と結果，部分と全

体，定性と定量などがある。

図９ ６年「電気の利用」における「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ姿
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第３時は，前時に実感した電気の大切さと第１時で得た電気の有無による生活の違いから得た気付

きや疑問を照らし合わせ，問題「電気を効率的に使うには，どのようにすればよいのだろうか」を見

いだした。話し合う中で，Ｋは「電気がない生活は考えられないけれど，電気は限りあるものだか

ら，（効率的に使うには）どうやって使えばいいのだろう」という疑問を得た。これは，電気量と電

気の利用の仕方の関係に着目しながら，電気の大切さと電気のある生活のよさを比較して得た差異点

や共通点から，効率的な電気の利用に関わる気付きや疑問の確かなことと不確かなことを明確にして

いる姿であり，「問題を見いだす」場面における「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの

姿だといえる。次に，一人一人が問題に対する予想をもち，班で予想と予想の根拠を話し合った。

Ｋ：電気を効率よく使うには，夜などの電気

の使用量を減らすといいと思うよ。

Ｃ：夜などだけでなく，必要以上に使わない

ようにすればいいんじゃない。

Ｃ：昼間は太陽の光を使って明るくする方法

もあるね。

Ｋ：確かに，無駄に使わないようにするとい

いね。地球温暖化にも影響があると聞い

たことがあるよ。

話し合う中で，Ｋは，自分と友達の

予想とその根拠を照らし合わせなが

ら，効率的な電気の利用の仕方と普段

の生活や地球温暖化との関連などとを

関係付けて，自分の予想とその根拠の

不確かさを解消し，確かにしていた。

これは，電気量と電気の利用の仕方の

関係に着目しながら，予想の根拠を複

数の視点から見直し，予想の根拠を改

めて考え，効率的な電気の利用の仕方

と既習の内容や生活経験とを関係付け

ていた姿であり，「根拠のある予想や仮

説を発想する」場面における「見方・

考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿だといえる。その後，根拠のある予想を基に，予想を検

証するための観察，実験の計画を立てた。話し合う中で，Ｋは，「電気の使用量を減らすことが正し

いこと」という予想を検証するために，「ＬＥＤや細い電熱線の方が使った時に電気量の減り方が緩

やかになるという結果になると思う」と発言していた。これは，電気量と電気の利用の仕方の関係に

着目しながら，同じ電気量での豆電球やＬＥＤの使用時間などを変えて調べることや，予想が正しい

時の結果の不確かさを解消し，確かにしていた姿であり，「観察，実験の計画を立てる」場面におけ

る「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶ子どもの姿だといえる。

写真12 Ｋの予想とその根拠及び計画

図11 照明器具と電気ストーブ
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第４時は，まず，利用する道具の違いによる効率的な電気の利用の仕方について調べた。

Ｋ：思っていた通り，ＬＥＤと豆電球だと，ＬＥＤの

方が電気が長持ちするね。

Ｃ：電気を効率的に使うにはＬＥＤがいいね。

Ｋ：電熱線も思っていた通り，細い電熱線の方が電流

も小さいから，電気は使わないね。

Ｃ：でも温度は太い電熱線の方が温まるのが早いね。

Ｋ：電熱線はどっちが効率的か分からないな。

実験を行う中でのＫの姿は，電気量と電気の利用の仕方の関係に着目しながら，自分の予想が正し

い時の結果と，観察，実験の結果を照らし合わせ，根拠のある予想の確かなことと不確かなことを判

断していた姿であり，「観察，実験を行い，結果を表現する」場面における「見方・考え方」を働か

せて協働的に学ぶ子どもの姿だといえる。そして，自分たちの班の結果（ 内）を基に，自分な

りの考察したことをもった。その後，豆電球とＬＥＤの点灯時間の違いや，電熱線の太さによる温か

さの違いを調べた学級全体の結果を基に，考察したことを話し合った。

Ｃ：電気を効率的に使うに

は，ＬＥＤと細い電熱線

を使うといいと思うよ。

自分たちの結果も他の班

の結果もどちらも少ない

電気で動かすことができ

ていたから効率的だね。

Ｋ：他の班の結果も考えるとそうだね。電熱線は太い方が

早く温まるけど，細い方を使うとゆっくり温まるね。

Ｃ：太い方はすぐに温まるけれど，使い過ぎてしまうね。

電気を効率的に使うことを考えると細い方だね。

Ｋ：問題は電気を効率的に使う方法だから，（同じよう

に）普段から少ない電気で使える物を使うといいね。

Ｃ：普段からもできることがありそうだね。

話し合う中でのＫの姿は，自分の予想が

正しい時の結果と，豆電球とＬＥＤの点灯

時間の違い，電熱線の太さによる温かさの

違いを調べる実験の結果を照らし合わせた

ことや，各班の結果を比較して見いだした

共通点を基に，考察したことを確かにして

いた姿であり，「表現した結果を基に，考察

をし，妥当な結論を導く」場面における

Ｋ

Ｋ

図13 実験を行うＫの様子

図14 タブレットに表示した各班の結果の一覧

図15 考察を話し合うＫの様子

図16 Ｋが考察したこと
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６ 成果と課題

本校理科では，「自然事象を科学的に探究できる資質・能力」の育成に向け，「見方・考え方」を

働かせて協働的に学ぶ子どもの姿に焦点を当てて研究を進めてきた。その結果，次のような成果と課

題が明らかになった。

○これまでの学習指導の工夫などとともに，「追究する自然事象の性質や規則性などが明確になる問

題の設定」と「班での予想や仮説とその根拠，考察したこととその根拠を共有する教材の用意」を

行った結果，以下のような子どもの姿が見られた。

・自然事象の差異点や共通点を話し合い，自然事象の性質や規則性などに関わる気付きや疑問の不確

かなことを自覚した姿

・既習の内容や生活経験を根拠として話し合い，予想や仮説を確かにした姿

・予想や仮説を検証するための観察，実験の方法を話し合い，予想や仮説が正しい時の結果の見通し

をもった姿

・自然事象の様相や変化，結果を話し合い，予想や仮説の合否を判断した姿

・結果を比較して考察したことを話し合い，問題に正対する結論を導いた姿

上記のように，自然事象を捉える視点や思考の方法を適用して，予想や仮説，考察したことなどの

考えをもったり，それらの根拠を照らし合わせて，予想や仮説，考察したことなどの考えの確かな

ことと不確かなことを判断したりする姿は，子どもが，自分の考えの根拠をもち，それらの確かな

ことと不確かなことを判断する姿である。このことから，子どもが，理科の問題解決的な学習の過

程において，「見方・考え方」を働かせて協働的に学ぶことができたといえる。そして，自然事象

の性質や規則性などに関する問題解決を自分で行えたことから，「自然事象を科学的に探究できる

資質・能力」の育成につながったと考えられる。

○問題解決を行って得た自然事象の性質や規則性などと生活とを結び付けることができなかった子ど

もの姿から，子どもが，さらに学んだことと生活との結び付きを実感することができるように，生

活の改善につながる単元のめあての設定や，学んだことを具体的な生活場面に生かす課題の提示な

どの学習指導の工夫を考えていきたい。
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